
 

 

2016年 7 月 1 日 

報道関係者各位 

GMO ペパボ株式会社 

奄美市 

GMO ペパボ、鹿児島県奄美市と地方創生に向けた連携協定を締結 

「フリーランスが最も働きやすい島化計画」を推進 

～インターネットを活用した新しい働き方を支援～  
 

GMOインターネットグループのGMOペパボ株式会社（代表取締役社長：佐藤 健太郎 以下、GMOペパボ）

と鹿児島県奄美市（市長：朝山 毅）は、地方創生の推進を目的に、本日 2016年 7月 1日（金）に連携協定を締

結いたしました。今後は両者協力のもと、奄美市の「フリーランスが最も働きやすい島計画」に基づき、インタ

ーネットを活用した新たな働き方を提案するとともに、その環境づくりや人材育成を支援してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携協定締結の背景】 

近年、日本の人口は減少局面に入っている一方、「東京一極集中」に象徴されるように、地方から雇用機会の

多い大都市圏へと若年層の転入が進んでいます。地方都市においては、人口減少によって経済・産業活動が縮

小し、ますます衰退していくという悪循環が問題となっています。 

鹿児島県・奄美大島の拠点都市である奄美市においても、豊かな自然資源を持ちながらも、島内に大規模な

産業がなく雇用を確保しにくいという離島特有の課題を抱えていることから、場所や時間の制約を克服できる

IT 関連事業に着目し、2015年より「フリーランスが最も働きやすい島化計画」を開始しています。奄美市は本

計画に基づき、民間通信事業者による光ブロードバンド整備を支援するなど、積極的に「情報（ICT）」環境を

構築するとともに、民間企業と連携しながら、ICT を活用した仕事機会の創出、定住促進、子育て支援（在宅

ワーク支援）などの取り組みを行っています。 

一方GMOペパボは、2003 年に福岡で創業して以来、インターネットと表現の可能性を追求し、誰もがクリ

エイターとして活躍できるよう、個人の表現活動を支えるインターネットサービスを多数提供しています。ま

た、「インターネットで可能性をつなげる、ひろげる」というミッションのもと、インターネットの活用に関連

したイベントの開催や、クリエイターの育成を支援する取り組みにも力を入れています。 

そこでこのたび GMO ペパボと奄美市は、インターネットを活用した新たな働き方を提案し、その環境づく

りや人材育成を支援していくことで地方創生を推進するべく、連携協定を締結し、奄美市役所にて調印式を執

り行いました。 



 

 

【本協定における今後の取り組み】 

GMOペパボが提供するサービスに関するセミナーや勉強会を奄美市内で積極的に開催し、インターネット

を活用した新たな働き方の提案および人材育成の支援を行ってまいります。 

＜開催予定セミナー／一例＞ 

2016年7月1日（金） 

＠「奄美市AiAiひろば」 

「インターネットで島の可能性をつなげる、ひろげるセミナー」 

インターネットのチカラを引き出す、GMOペパボの便利なサービスをご紹介します。 

2016年7月2日（土） 

＠「奄美市AiAiひろば」 

「minne
ミ ン ネ

作家向け勉強会in奄美～minneでの作品販売について～」 

GMOペパボが提供するハンドメイドマーケット「minne」を活用した作品販売について、

奄美大島内のハンドメイド作家さんに向けてレクチャーします。 

＊上記セミナー・勉強会に関する詳細は奄美市 名瀬総合支所(TEL：0997-52-1111（内1424）)までご連絡ください。 

 

【本協定に関するコメント】 

■朝山 毅 奄美市長のコメント 

「本市では、昨年度より情報通信技術を活用した新しい働き方支援として、「フリーランスが最も働きやすい

島化計画」を策定し、取り組みを進めております。そして、今年度には情報基盤の整備拡充とともに、今般GMO

ペパボ株式会社と連携し、更なるインターネットを活用した多様な働き方を創出してまいります。この取り組

みが、雇用の創出、移住・定住促進、子育て支援など、地方創生の推進に寄与していくことを期待しておりま

す。」 

■GMOペパボ 代表取締役社長 佐藤 健太郎のコメント 

「私たちは2003年の創業より、インターネットを通じた個人の表現活動や情報発信のためのインフラを提

供し、個人の可能性を開花させるサポートを続けてまいりました。このたびのインターネットを活用した多

様な働き方の創出は、私たちが目指すインターネットと表現の可能性の追求と相通じるものであります。個

人の活躍に意欲的に取り組んでいる奄美市と連携して地方創生に取り組むことで、インターネットの可能性

の最大化も図れると考えております。」 

 

【鹿児島県奄美市について】 

奄美市は、鹿児島県本土と沖縄本島のほぼ中央に位置し、人口約4万5千人、全国の離島の中で佐渡島に次ぎ2

番目の大きさである奄美大島の拠点都市です。亜熱帯気候に属し、黒潮と東シナ海に囲まれ、緑深い内陸部に

はアマミノクロウサギなど珍しい動植物が生息するなど、豊かな自然が身近に存在しています。また、本場大

島紬や黒糖焼酎、島唄など歴史と伝統に育まれた貴重な宝を有しております。また、国内主要都市から飛行機1

本でアクセスが可能です。 

 

【GMOペパボについて】 

GMOペパボは「インターネットで可能性をつなげる、ひろげる」というミッションのもと、ひとりひとり

が持つ力や可能性を広げるために、レンタルサーバー「ロリポップ！（ https://lolipop.jp/ ）」やネットショ

ップ運営サービス「カラーミーショップ（ https://shop-pro.jp/ ）」、日本最大
(※)
のハンドメイドマーケット

「minne（ https://minne.com/ ）」、オリジナルグッズを手軽に作成・販売できる「SUZURI（ https://suzuri.jp/ ）」

をメインとした個人向けインターネットサービスを提供しています。場所や時間、背景にとらわれず、いろ

いろな人たちがインターネットで可能性を開花し、活躍するための新たな環境を創造していくことを目指し

ています。 

(※) 2016年6月30日時点。国内ハンドメイドCtoCオンラインマーケット運営主要4社の公表登録作品数を比較（当社調べ） 

以 上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【GMO ペパボ株式会社】（URL：https://pepabo.com/） 

会 社 名 GMO ペパボ株式会社 （JASDAQ 証券コード：3633） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役社長 佐藤 健太郎 

事 業 内 容 ■ホスティング事業  

■EC支援事業 

■ハンドメイド事業  

■コミュニティ事業 

資 本 金 1 億 5,967 万円 

【GMO インターネット株式会社】（URL：http://www.gmo.jp/） 

会 社 名 GMO インターネット株式会社 （東証第一部証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役会長兼社長・グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 ■インターネットインフラ事業  

■インターネット広告・メディア事業 

■インターネット証券事業    

■モバイルエンターテイメント事業 

資 本 金 50 億円 

 Copyright (C) 2016 GMO Pepabo, Inc.  All Rights Reserved. 

 

●GMO インターネット株式会社 グループ広報・IR部 石井・島田 

TEL：03-5456-2695 E-mail：pr@gmo.jp 

 

 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMOペパボ株式会社  広報担当 石川・今岡 

TEL：03-5456-2622  

E-mail：pr@pepabo.com 

 

【本連携協定に関するお問い合わせ先】 

●GMOペパボ株式会社  堀 

E-mail：pr@pepabo.com 

 

 
●奄美市 名瀬総合支所 商水情報課 情報政策係（フリーランス支援窓口） 稲田 

TEL：0997-52-1111（内 1424）FAX：0997-52-1359  

E-mail：freelance@city.amami.lg.jp 

 

 


